研究構想図








	多様な学習形態の工夫

	○　少人数学習

・習熟度別課題別

教科別

均等分割

○　ＴＴ

	個に応じた指導方法の工夫

	○個人差に応じた学習プリント

○補充的･発展的教材開発

○肯定的な机間指導(○つけ法)

	レディネスを生かした授業プランづくり

	○実態調査に基づいた授業プラン

○単元末の自己診断テストによる自己選択習熟度別学習

○事前･事後の実態調査による検証

	指導と評価の一体化

	○授業プランにおける評価内容の明確化

○評価カードの活用

児童の自己評価

教師の評価カード

個人カルテ








自ら学ぶ子どもの育成





家庭学習の習慣化


・家庭学習の目安


・自学コーナー





基本的生活習慣の育成


・生活実態調査


・グッドライフの取り組み





学び方の習得


・学習過程がわかるノート指導


・学習規律


・学び合い





読む･聞く･話す力をつける取り組み


・音読チャレンジ


・音読タイム


・朝読書





定着･習熟の取り組み


・チャレンジタイム


・ドリルタイム


・くりくりタイム





学　習　の　基　盤　と　な　る　日　常　的･継　続　的　な　指　導





多様な学習形態･個に応じた指導方法を支える支援体制





評価を生かした授業の工夫･改善





個に応じたきめ細かな指導方法･指導体制の工夫･改善





授　業　づ　く　り





基礎･基本の定着を図る








